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   問題解決管理、きちんと出来ていますか？ 
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①収集 ②分析 ③傾向
の識別 

④対策
の開始 

WEBベース 
問題管理ツール 

ツール 
での分析 

(件数など) 
件数が多い・ 
増加傾向 

少なくする 
減少させる 

再発
防止 

？ 

本発表では、問題・課題に関して具
体的に記載されている説明文章部
分の分析を通して知見を収集し、プ
ロセス改善や再発防止への手がかり
を示す。 

その際に、特許分析ツール「パテン
トマップEXZ」を活用する。 
特に、通常の表計算ソフトでは難し
い言葉の分析を行うことで、改善を
行うため視点がどのように具体化さ
れていくかを実例とともに紹介する。 

プロジェクトで発生した問題・課題を適切に解決に導くことに加え、どのようなプロセスで
何が原因で問題が発生したかなどに関する再発防止のための分析が重要である。 
しかし、分析方法によっては、どこを変えればいいかは分かるが、何をどのように変えれ
ばいいのかまでは知ることが難しい。 

出会い 



内容 

1. 背景・問題意識や従来の課題
2. 提案手法とその特長
3. ツールを使った具体的分析事例
 プロジェクト全体の状況分析(頑張ればエクセルでも可能)
 キーワード分析

4. 改善の方法の提案
5. さらなる使い方：問題解決データベースは語る
6. まとめ
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問題解決管理プロセス 

(例)Automotive SPICE 
SUP.9 問題解決管理 

BP9: 問題の傾向分析 
戦略に従って、問題解決管理データを収集し、分析し、傾向
を識別し、プロジェクトに関連する対策を開始する。 

備考 6: 一般的に収集データには、どこで問題が発生したか、いつ、
どのように検出したか、どのような問題の影響があったか等が含まれる。 
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①収集 ②分析 ③傾向
の識別 

④対策
の開始 

再発
防止 



よく見かける方法と分析結果 
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××プロセス
での不具合
が多い 

××プロセス
での不具合
が多い 

リリース後2回不
具合の山がある 

①収集 ②分析 ③傾向の
識別

④対策の
開始

再発
防止 

やっている 
できている 果たしてここはどうだろうか？ ここは②③の出来にかかっている 

別ツールで管理されたデータをエクスポート。 
あらかじめカテゴリ化されている部分をカウント・集計し表計算ソフトで
視覚化。 



よく見かける対策案と私の思い 

[SPIJapan2017] パナソニック㈱ AIS社 技術本部 6 

不具合再発防止に対して、 
「現場の技術者が実感・理解し、 

具体的に意欲的に取り組めるようにしたい」が…. 

【分析結果】 
例：要求仕様化の 
不具合が多い 

【再発防止策①】 
• 要求分析プロセスの遵守 
• レビューの強化 
• チェックリストの項目網羅 

？ 
いつも同じだが 
それでいいのか？ 

具体的で効果的な方策を期待する現場の技術者との温度差 

【再発防止策②】 
• 要求分析プロセスの見直し 
• システム重視の風土醸成 

？ 
どうすることだ？ 
すぐできるのか？ 



 不具合分析・再発防止のカギは「説明部分」にある!! 
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問題が記載された文章情報を読み解き、 
隠れた単語間の因果関係をあぶり出すことなどができれば、 

技術者が実感できる新たな具体的な改善の糸口が見えてくるのではないか？ 

【最大の課題】貴重な情報がたくさん記載されているはずの、 
説明部分(具体的内容、状況、関係性など)の詳細な分析が 

ほとんど・全く行われていない!!(のではないか？) 

理由① 
• 表計算ソフトでは、カテゴ
リ化されている部分はカウ
ントしやすく集計しやすい。 

• しかし、表層的な増減・
多少が中心となる。 

理由② 
• 文章を単語に分解すると
いう作業は、表計算ソフト
では簡単にはできない。 

• 複数語間の因果関係を
探り出すことはできない。 

理由③ 
• 説明部分を人手で解釈
し読み解くにしても、限界
あり。数100件を超えるよ
うなら、まず不可能。 

大量の言語データを効率的に扱えるツールって…そう言えば、あった! 



内容 

1. 背景・問題意識や従来の課題 
2. 提案手法とその特長 
3. ツールを使った具体的分析事例 
 プロジェクト全体の状況分析(頑張ればエクセルでも可能) 
 キーワード分析 

4. 改善の方法の提案 
5. さらなる使い方：問題解決データベースは語る 
6. まとめ 
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たどり着いた方法論：特許分析ツールの適用 

特許分析ツール「パテントマップ
EXZ」(インパテック社)の活用 
前職(研究開発本部戦略企画部)時
代に、戦略立案のための特許分析に大
活躍 

大きな特長 
多彩なグラフィカル機能 

ランキング、シェア、マトリクス、伸び率、2者比
較、チャート機能など多数装備 
それらがカンタン・高速で作成される 

大量データ処理が可能 
100,000件の特許データでもサクサク動作 

特許情報に登場するさまざまなゆらぎ・
表記方法を吸収する用語処理 

単に切り出すだけでなく、統合管理ができる 
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出願人別 件数ランキングマップ

松下電器産業(株)　

デンソー:(株)　

日立製作所:(株)　

ソニー(株)　

日本電気(株)　

三菱電機(株)　

富士通(株)　

東芝:(株)　

ナビタイムジャパン:(株)　

日本電信電話(株)　

シャープ(株)　

トヨタ自動車(株)　

エヌ･ティ･ティ･ドコモ:(株)　

セイコーエプソン(株)　

ザナヴィ･インフォマティクス:(株)　

富士通テン(株)　

京セラ(株)　

日産自動車(株)　

ケンウッド:(株)　

コニカミノルタフォトイメージング(株)　
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60
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48

48

45

44

出願人別 シェアマップ

件(%)

日本電信電話(株)

2.12 %

ナビタイムジャパン:(株)

2.17 %

東芝:(株)

2.44 %

富士通(株)

2.57 %

三菱電機(株)

2.90 %

日本電気(株)

3.22 %

ソニー(株)

4.50 %

日立製作所:(株)

5.08 %

デンソー:(株)

5.23 %

松下電器産業(株)

11.62 %

その他

56.82 %

Fターム別 件数推移時系列マップ

年 1997
1998

1999
2000

2001
2002

2003
2004

2005
2006

5H180
交通制御システム　

2F129
航行（Ｎａｖｉｇａｔｉｏｎ）　

5K067
移動無線通信システム　

2C032
教示用装置　

5C164
双方向ＴＶ，動画像配信等　

5B075
検索装置　

5K201
電話通信サービス　

5B050
イメージ処理・作成　

5K027
電話機の回路等　

5C025
ＴＶ送受信機回路　

暗号化・復号化装置及び秘密通信　

5K061
受信機の回路一般　

ル計算機のユーザインターフェイス　

5J062
無線による位置決定　

3
記録のためのテレビジョン信号処理　

39 42 98 178 251 215 187 194 173 164

42 42 70 137 174 177 86 55 140 126

32 33 66 121 196 159 133 118 120 97

24 21 36 69 97 101 80 88 93 94

1 1 5 24 26 11 7 35 32

11 36 46 119 106 67 43 32 32 30

9 13 22 74 62 42 34 17 34 27

6 9 8 10 16 6 11 10 23 24

2 3 3 22 30 17 20 15 23 18

3 7 29 11 6 15 16 16 15

1 3 9 18 10 8 12 14 15

1 2 13 12 6 7 11 12 15 14

2 8 5 15 11 6 7 11 8 14

26 15 29 31 30 28 8 12 10 13

7 11 19 14 36 22 12

ランキングマップ シェアマップ 

マトリクスマップ 時系列チャート 



最大の特長：多彩な言葉の扱い 
特許に登場する「言葉のゆらぎ・表現方法」を吸収するために便利な機能が満載
されている。しかも、辞書を作っておくと、データインポート時に自動で行われるため、
非常に便利。 
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機能特長① 
「統合する」 
(ほぼ同じ表現) 

機能特長② 
「同じものとみなす」 

(同じだが表現が全く異なる) 

 「車両」「車輛」「車輌」→「車両」に統合 
 「LIB」「リチウムイオン電池」「リチウムバッテリ」…→「LIB」に統合 
(*)処理上の言葉が置き換わったりするだけでオリジナルのデータは編集されない。 

 
 「EV」「電気自動車」「電動車両」→「EV」に統合 
 「太陽電池」「太陽光発電」「光電子発電」「ソーラー」→「ソー
ラー」に統合 

機能特長③ 
「まとめる」 

(関連する語をまとめる) 

 「燃料電池」「風力発電」「太陽光発電」→「再生可能エネルギー
関連KW」に統合 

多彩な
グラフ
機能 

多彩な
言葉 
管理 
機能 

現場が何気なく使った言葉のゆらぎなど
も克服して記述を分析することで、より
具体的な原因が明らかになり、現場が
納得する改善策が導かれるのでは？ 

【期待】 



内容 

1. 背景・問題意識や従来の課題 
2. 提案手法とその特長 
3. ツールを使った具体的分析事例 
 プロジェクト全体の状況分析(頑張ればエクセルでも可能) 
 キーワード分析 

4. 改善の方法の提案 
5. さらなる使い方：問題解決データベースは語る 
6. まとめ 
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目的と分析対象 
目的 
問 題 管 理 デ ー タ ベ ー ス
(Redmine)に登録された課
題・欠陥情報を元に、原因と
その傾向の分析を行い、再発
防止のための改善策を導く。 
対象 
組織内の1プロジェクト 
チケットの登録期間 
2016年1月～2017年1月 
チケット数 
52件(欠陥(今回の発表の主な対
象)：26件、課題：26件) 

[SPIJapan2017] パナソニック㈱ AIS社 技術本部 12 

分析方法の流れ 

分析時間 
慣れにもよりますが、1日程度。 
資料作成は1週間程度。 



内容 

1. 背景・問題意識や従来の課題 
2. 提案手法とその特長 
3. ツールを使った具体的分析事例 
 プロジェクト全体の状況分析(頑張ればエクセルでも可能) 
 キーワード分析 

4. 改善の方法の提案 
5. さらなる使い方：問題解決データベースは語る 
6. まとめ 
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チケット発行数の「時系列マップ」(欠陥+課題) 

[SPIJapan2017] パナソニック㈱ AIS社 技術本部 

ポイント 
運用開始と同時にチケットが多数登録がされたため、16年2月の件数が大きくなっている。 

14 

累計 

月ごと 



   「原因区分」の「ランキングマップ」(欠陥26件が対象) 
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ポイント 
「SW要件定義の不備」が多いが、全体としてはSWの不備が上位に来ている。 



「検出プロセス」×「原因区分」の「マトリクスマップ」 
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ポイント 
ほとんどの不具合が、SWQT(SW適格性確認テスト)で検出されている(最終段テストへの過度の依存)。 
SYQT(システム適格性確認テスト)が実施されている痕跡もあり、どのテストで何を検出するかを明確にし
て実施するように指導。 
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内容 

1. 背景・問題意識や従来の課題 
2. 提案手法とその特長 
3. ツールを使った具体的分析事例 
 プロジェクト全体の状況分析(頑張ればエクセルでも可能) 
 キーワード分析(ここが鍵) 

4. 改善の方法の提案 
5. さらなる使い方：問題解決データベースは語る 
6. まとめ 
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切り出されたワード一覧(上位105個) 
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このようにワードが切り出され一覧化されるため、 
キーワードを探りながら、関連語を統合する 
（＋将来のために自動変換の辞書を作る) 



「欠陥」の頻出ワード「ランキングマップ」 
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ポイント 
欠陥では、「Statexxxx」「bit」というワードが上位に来ている。 
それ以外には「temperature」「xx℃」など、温度に関係するものが上がっている。 

19 

関連するワードが散在。 
これでは、要はどんな関連のワードが多いのかが

分からないため、関連ワードを統合する 



分析のための関連キーワードの統合 
キーワードは日本語、カタカナ、英語、ゆらぎと散在していることが多いため、一覧を
見ながら統合するキーワードを判断して統合した。 

「過放電」のように、1つのワードが複数のグループに属することも可能。 

統合名 統合語数 語例 

充放電関係KW 23個 Discharge、過放電異常、充電禁止、Charge、過充電、充電タイム
アウトなど 

温度関係KW 14個 FET温度保護、temperature、温度精度、温度体、低温、など 

bit関係KW 9個 bit、bit14、bit0など 

保護関係KW 9個 保護機能、Protection、FET温度保護、プロテクトなど 

ステート関係KW 6個 Stateless、StateSpefific、など 

過電流関係KW 6個 HW化電流保護、過電流検知など 

OV/UV関係KW 4個 過放電異常、過放電など 

解除関係KW 4個 解除、解除コマンド、Release 

履歴関係KW 3個 履歴情報、使用履歴、履歴保存機能 
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統合されたKWでの「ランキングマップ」 

[SPIJapan2017] パナソニック㈱ AIS社 技術本部 

ポイント 
「充電関係KW」は課題・欠陥に関係なく、件数が多い。 
「ステート」「bit」は欠陥のみで登場、「OV/UV」は課題のみで登場。 
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このような 
内訳表示も可能 



原因区分×統合KWの「マトリクスマップ」(欠陥26件対象) 

[SPIJapan2017] パナソニック㈱ AIS社 技術本部 

ポイント 
「充放電関係KW」は、あらゆる原因区分で不具合が出ている。 
コア技術を考えられるため、このような状態は好ましいとは言えない。 
「ステート」「温度」「bit」の部分は「要件定義の不備」が主な原因。 
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11件細かく見てみる 



「充放電関係11件」の 
具体的な不具合内容の「時系列チャート」 
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原因区分 
2016年1月～
2016年3月 

2016年4月～
2016年6月 

2016年7月～
2016年9月 

2016年10月～
2016年12月 

2017年1月～
2017年3月 

ソフトウェア詳細 
設計の不備 

    Disconnect Stateを経
験すると放電開始の電
池 電 圧 条 件 が 常 に
43.5Vとなる 

[顧客指摘]通信出力さ
れる放電電力量が実際
の放電電力量と比較して
小さい 

ソフトウェア設計の 
不備 

  起動時に充電禁止とな
る温度警告対象60℃で
も数sec間充電許可とな
る 

    [顧客指摘]並列放電時
における逆電流保護が
誤検出する 

要件定義の不備 

[顧客指摘 ]Stateless 
Fault Bit14｢Over 
temperature Severe 
Fault｣検知時に充電禁
止とならない 

[顧客指摘]Standby → 
Charge ステートの遷移
条件に合致しないのに
Chargeステートに遷移す
る 

      

ハードウェアの不備 
    充放電サイクル試験で、

SCP切れ発生、電池温
度が0℃付近になる 

    

プログラム改修に 
よるデグレード 

    [ 顧 客 指 摘 ]Force 
Discharge 中 に
ForceDisconnectコマン
ドが機能しない 

    

記述ミス 

    充電過電流(0x72 bit0)
検知後にシステムリセット
しても充放電が許可され
ない 

    

派生開発で流用した 
プログラムの欠陥 

  履 歴 情 報 の
『Max.Average 
Discharge Power』 が
EEPROMに記録されない 

      

関連記述部分を取り出して 
表記ができる 

 
充放電関係11件 

• 充電禁止・許可に関するも
の3件 

• 温度に関係するもの3件 
• 顧客指摘が5件 
この欠陥から、再発防止の観
点から、次PRJへの教訓とし
て、何が活かせるかを検討す
る必要あり。 

発表ではお見せします 



KW間の関係を導く「マトリクスマップ」(欠陥26件対象) 

[SPIJapan2017] パナソニック㈱ AIS社 技術本部 

ポイント 
「ステート」「bit」「温度」の3語を含む欠陥が目立っている。 
これらは「要件定義の不備」の原因が多いことが分かっている。 
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線をはさんで線対称になるため不要 

8件細かく見てみる 



3ワードを含む具体的な不具合内容の 
「時系列チャート」 

具体的な記載部分を呼び出すことで、「どこがどのように悪いのか」、
「関連は何か」、などを把握できる。 
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原因区分 2016年1月～2016年3月 2016年4月～2016年6月 2016年7月～2016年9月 

要件定義の不備 

[顧客指摘]Stateless Fault 
Bit14｢Over temperature 
Severe Fault｣検知時に充
電禁止とならない 

Stateless Fault bit10, 
bit14 温度が閾値超過時
に Disconnect→Standby
モードとならない 

    

Stateless Fault bit13 セル
温度65degC超過時のエ
ラー検出 

    

プログラミングのミス 

[顧客指摘 ]StateSpecific 
bit6(Severe Reverse 
Overcurrent Fault)が、6C
コマンドで解除できない 

[顧客指摘 ]StateSpecific 
bit4(Short Circuit Current 
Fault)が、6Cコマンドで解除
できない 

    

システム設計の不備 Stateless Fault bit8 Vin 
Fuse Faultエラー検出 

      

プログラム改修による 
デグレード 

      StateSpecific Fault 
bit1,2,3,5 に つ い て 
Protection Releaseが無
効 

要件仕様変更による 
デグレード 

Stateless Fault Bit11 
Under Temperature Fault
が複数回検知できない(1回
目のみ検知可能) 

      

 「ステート」「bit」「温度」関係8件 
• 「解除できない」に関するもの3件、
「エラー検出」に関係するもの2件、
「検知(できない)」が2件 

何かの切り替え動作がうまくいかない欠
陥に思われる。この欠陥から、再発防
止の観点から、「要件定義」として、ど
のようにプロセスに反映できるか検討す
る必要あり。 

発表ではお見せします 



内容 

1. 背景・問題意識や従来の課題 
2. 提案手法とその特長 
3. ツールを使った具体的分析事例 
 プロジェクト全体の状況分析(頑張ればエクセルでも可能) 
 キーワード分析 

4. 改善の方法の提案 
5. さらなる使い方：問題解決データベースは語る 
6. まとめ 
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改善の方向性の提案 
分析結果から、以下のような改善の方向性をまとめ、プロジェクト振
り返りの場で報告・提案した。 

[SPIJapan2017] パナソニック㈱ AIS社 技術本部 27 

分類 項目 説明 

プロセス的 
視点 

各テストの位置づけを明
確にし、何を検証するか
を明らかにする 

 最終テストに依存しすぎないよう、他のテストフェーズで検
出すべき項目を確実に抑える。 

 自部門で発見できず、顧客で発見できるテスト手法はあ
るか。 

SW要件定義プロセスの
見直し 

 要件の仕様化の甘さか、完全性の欠如か、など詳細な分
析を行う。 

 検討内容はプロセス定義書・チェックリストへ反映。 

技術的 
視点 

充放電技術の仕様化の
見直し 
(*)充放電技術はコア技術である
ためこの部分での不具合は極力
無くなるよう努める。 

 仕様をSW、HWなど設計全体で見なす。 
 顧客不具合が報告されている。BUで見つけられなかった
原因を特定し、再発を防ぐ。 

特定の用語に関係する
不具合の再発防止 

 あぶり出された３用語の不具合の原因を特定し、特に要
件定義の段階で注意を払う 

 関連するキーワードの周辺（「解除できない」「エラー検
出」「検知(できない)」）も合わせて分析しておく。 

 設計指針やガイドラインなどに反映させる。 



実際の改善への対応・意識の向上 

(現場技術者側)再発防止へ
のモチベーション向上 
再発防止のため、設計時に気をつ
ける箇所やポイントがよく分かった。 
説明はできるだけ具体的に書く必要
性が分かった。 
チケットに出来る限り情報を入れると
必要性が理解できた。 

(現場SPI側)組織標準への
反映 
この分析を、プロジェクト振り返りのイ
ンプットに用いる。 
設計のガイドラインに、「設計の要注
意ポイント」として記載。 

要注意ワード、ワードの関係 
チケット作成方法の明確化 

漏れのない記載、用語の統一など 
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現場の反応 
「まさかこんな分析結果が得られるとは思っていなかった!」 

技術者自らの再発防止取り組みの 
サポートとしての改善活動 

再発防止の着手点の把握。 
分析精度向上のためのチケット記載 
情報を増やす必要性の理解。 



内容 

1. 背景・問題意識や従来の課題 
2. 提案手法とその特長 
3. ツールを使った具体的分析事例 
 プロジェクト全体の状況分析(頑張ればエクセルでも可能) 
 キーワード分析 

4. 改善の方法の提案 
5. さらなる使い方：問題解決データベースは語る 
6. まとめ 
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さらなる使い方① 
「組織的欠陥?」or「プロジェクト依存の欠陥？」が見える！ 

[SPIJapan2017] パナソニック㈱ AIS社 技術本部 

ほとんどのPRJで登場する言葉 
↓ 

組織的欠陥 

特定のPRJで登場するキーワード 
↓ 

プロジェクト依存型欠陥 

複数PRJ間でキーワードの出現が異なれば、課題解決方法も変わるはず 

30 



さらなる使い方②：ワードの「増減率」を知る 
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ここ数年(急激に)増加傾向にあるワードがあれば、要
注意ワードとして設計時に注意を促すようにできる。 

そのワードの推移が分かれば、課題解決方法も変わるはず 

( )%
20122009
20162013

年の登場数～

年の登場数～

増減率

=

増加傾向のワード(要注意) 減少傾向のワード 

超増加 
傾向 
ワード 
⇓ 

早急に 
注意喚起 
対応が必要 

超減少 
傾向 
ワード 
⇓ 

対策に 
目途が 

つきつつある 



内容 

1. 背景・問題意識や従来の課題 
2. 提案手法とその特長 
3. ツールを使った具体的分析事例 
 プロジェクト全体の状況分析(頑張ればエクセルでも可能) 
 キーワード分析 

4. 改善の方法の提案 
5. さらなる使い方：問題解決データベースは語る 
6. まとめ 
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従来のカテゴ
リ情報増減・
多少の観点 

まとめ 
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不具合の説明 

改善の情報が満載 

〇〇時に△△が誤動作
する。 

顧客テストで、□が△し、
〇が★する傾向がみられ、
最終出力がオーバーフ
ロー。 

SWメモリ破壊時の保護機
能が動作せず 

電圧測定モードへの切り
替えのタイミングのずれで
測定不可が発生。 

ユーザアクセスが閾値以
上になった場合に通信不
可発生 

変数aaa_bbbへの書き込
み時のメモリアクセス時に、
デッドロックが発生。 

I/Fの定義ミスで、信号の
授受ができない。 

組織依存vsプロジェクト 
依存の不具合見極め 

 複数の改善方向性の設定 

最近現れ始めた不具合把握 
 今まで想定してなかった不具
合への速やかな対応 

「言葉」に改善の道筋を語らせる 

不具合の多いプロセスの把握 
要件定義など 

不具合解決プロセスの把握 
最終段のテスト依存など 

言葉の関係性の把握 
 この言葉は、特定のプロセスで
頻出する。 

 「この言葉とこの言葉は同時に
登場しやすい」。 

 顧客へ流出した不具合の共
通性の洗い出しなど。 

KWのランキングの把握 
 まずは不具合の大まかな原因
がわかる 

言葉に焦点を
当てた分析 関連不具合の一覧 

 言葉の隠れた因果関係をあぶ
り出す 

こちらも不可欠 

現場が“その気になる”改善策を導こう!! 


	再発防止のための問題・課題分析と�特許分析ツールの出会い�～言葉が導くプロセス改善への糸口～
	　　　問題解決管理、きちんと出来ていますか？
	内容
	問題解決管理プロセス
	よく見かける方法と分析結果
	よく見かける対策案と私の思い
	　不具合分析・再発防止のカギは「説明部分」にある!!
	内容
	たどり着いた方法論：特許分析ツールの適用
	最大の特長：多彩な言葉の扱い
	内容
	目的と分析対象
	内容
	チケット発行数の「時系列マップ」(欠陥+課題)
	　　　「原因区分」の「ランキングマップ」(欠陥26件が対象)
	「検出プロセス」×「原因区分」の「マトリクスマップ」
	内容
	切り出されたワード一覧(上位105個)
	「欠陥」の頻出ワード「ランキングマップ」
	分析のための関連キーワードの統合
	統合されたKWでの「ランキングマップ」
	原因区分×統合KWの「マトリクスマップ」(欠陥26件対象)
	「充放電関係11件」の�具体的な不具合内容の「時系列チャート」
	KW間の関係を導く「マトリクスマップ」(欠陥26件対象)
	3ワードを含む具体的な不具合内容の�「時系列チャート」
	内容
	改善の方向性の提案
	実際の改善への対応・意識の向上
	内容
	さらなる使い方①�「組織的欠陥?」or「プロジェクト依存の欠陥？」が見える！
	さらなる使い方②：ワードの「増減率」を知る
	内容
	まとめ

